
  

今回の内容の内容内容

● これまでの内容まとめ
● 計算機を使った問題作成法についてを使った問題作成法について使った問題作成法についてった問題作成法について問題作成法についてについて

● N国同盟と井桁と井桁ABオペレーションの関係の内容関係



  

これまでの内容まとめ

● ナンの関係プレパズルの概要の内容概要
● ３つの内容重要なテクニックの紹介テクニックの内容紹介

● N国同盟と井桁

● ABオペレーションの関係

● チェーンの関係
● これらを使った問題作成法について使った問題作成法についてえばほとんどの内容パズルの概要は解ける解けるける



  

X1 X2 … XN ={∪X2∪…∪XN ={ ∪X2∪…∪XN ={ ∪X2∪…∪XN ={ k1,k2,…,kN} なテクニックの紹介らば

k1,k2,…,kN  X(N+1),…,X9∉ X(N+1),…,X9

N国同盟と井桁

X1,X2,…,X9 を使った問題作成法について行、列、また問題作成法については解ける３ｘ３ブロック
の内容９個のマスとするとき、個のマスとするとき、の内容マスとするとき、とするとき、



  

X1 X2 … XN ={∪X2∪…∪XN ={ ∪X2∪…∪XN ={ ∪X2∪…∪XN ={ k1,k2,…,kN} なテクニックの紹介らば

k1,k2,…,kN  X(N+1),…,X9∉ X(N+1),…,X9

N国同盟と井桁

X1,X2,…,X9 を使った問題作成法について行、列、また問題作成法については解ける３ｘ３ブロック
の内容９個のマスとするとき、個のマスとするとき、の内容マスとするとき、とするとき、



  

ABオペレーションの関係

● 3x3ABオペレーションの関係

● 井桁ABオペレーションの関係

k  が A∩B の内容どの内容マスとするとき、にも入らないならば入らないならばらなテクニックの紹介いなテクニックの紹介らば
k  は解ける A∩B の内容どの内容マスとするとき、にも入らないならば入らないならばらなテクニックの紹介い



  

3x3ABオペレーションの関係

この内容黄色の所に の内容所に に 2 がなテクニックの紹介ければ

この内容ピンの関係クの内容所に にも入らないならば 2 は解けるなテクニックの紹介い



  

k  が A∩B の内容どの内容マスとするとき、にも入らないならば入らないならばらなテクニックの紹介いなテクニックの紹介らば
k  は解ける A∩B の内容どの内容マスとするとき、にも入らないならば入らないならばらなテクニックの紹介い

A∩B = 橙色の所に の内容マスとするとき、

A∩B = ピンの関係ク色の所に の内容マスとするとき、

A∩B =黄色の所に の内容マスとするとき、

A = 第7列ブロックの内容マスとするとき、

B = 3x3ブロック



  

A = B行ブロックとC行ブロックの内容マスとするとき、

B = 第３列ブロックと第８列ブロックの内容マスとするとき、

とすると

A∩B = {B3, D3, B8, D8}  (橙色の所に ）

A∩B = A∩Bを使った問題作成法について除いたいた問題作成法についてB,C行の内容マスとするとき、 (ピンの関係ク色の所に ）

k  が A∩B の内容どの内容マスとするとき、にも入らないならば入らないならばらなテクニックの紹介いなテクニックの紹介らば
k  は解ける A∩B の内容どの内容マスとするとき、にも入らないならば入らないならばらなテクニックの紹介い

A∩B = A∩Bを使った問題作成法について除いたいた問題作成法について第３，８列の内容マスとするとき、  (黄色の所に ）



  

3x3ABオペレーションの関係 井桁ABオペレーションの関係



  

２つの内容ABオペレーションの関係の内容違いい

● 集合A,Bの内容取り方り方方

● ３ｘ３ブロックABオペレーションの関係では解ける、3x3ブロックと
行また問題作成法については解ける列ブロック

● 井桁ABオペレーションの関係では解ける、行ブロックと列ブロッ
ク

● 井桁ABオペレーションの関係は解ける、行ブロック、列ブロック
の内容数が同じで２以上４以下が同じで２以上４以下



  

３井桁ABオペレーションの関係



  

問題を使った問題作成法について解けるくアルゴリズム（手順）アルの概要ゴリズム（手順）手順）

[1] １国同盟と井桁を使った問題作成法についてできるだけやる。

[2] 8国同盟と井桁を使った問題作成法についてやってみて、適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる

[3]　3x3ABオペレーションの関係を使った問題作成法についてやってみて、適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる

[4] ２国同盟と井桁を使った問題作成法についてやってみて、適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる

[5] 7国同盟と井桁を使った問題作成法についてやってみて、適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる

[6]  2井桁ABオペレーションの関係を使った問題作成法についてやってみて、適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる

[7] 3国同盟と井桁を使った問題作成法についてやってみて、適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる

[8] ６国同盟と井桁を使った問題作成法についてやってみて、適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる

[9] 3井桁ABオペレーションの関係を使った問題作成法についてやってみて、.適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる

[10] 4国同盟と井桁を使った問題作成法についてやってみて、適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる

[11] 5国同盟と井桁を使った問題作成法についてやってみて、適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる

[12]  4井桁ABオペレーションの関係を使った問題作成法についてやってみて、適用できたらできた問題作成法についてら[1] へ戻る戻るる



  

N国同盟と井桁

ABオペレーションの関係

チェインの関係

それ以上

⇒ニコリの内容問題が解けるける

⇒ 国内の内容ナンの関係プレの内容最高難度のの内容
　　問題集が解けるける
　　（手順）ほとんど人手では解ける無理）

⇒ワールの概要ドクラスとするとき、
ランの関係ダムチョイスとするとき、（手順）仮置き）をき）を使った問題作成法について
使った問題作成法についてえば100%解けるける 

N国同盟と井桁とABオペレーションの関係が完璧にに
できればニコリの内容問題は解ける解けるける。



  

ニコリの内容ホームページにある問題にある問題
を使った問題作成法について解けるいた問題作成法について結果

番号 １国 ２国 ８国 3x3 行列 チェ

１ 381 0 39 2 0 0

２ 395 1 26 1 0 0

３ 374 1 32 3 0 0

N国同盟と井桁 ABオペレ
ーションの関係

チェインの関係



  

チェーンの関係

● 強力な方法だが、使うのが難しい高等テクニック。なテクニックの紹介方法についてだが、使った問題作成法についてうの内容が難しい高等テクニック。テクニック。
● 色の所に 々なバリエーションがあるが、基本原理は同じ。なテクニックの紹介バリエーションの関係があるが、基本原理は解ける同じ。
● 数が同じで２以上４以下学的な原理は背理法。なテクニックの紹介原理は解ける背理法について。
● 井桁は解けるチェーンの関係の内容１つとみなテクニックの紹介すことも入らないならばできる。



  

F3 = 4

 ⇒ D3 ≠ 4 

 ⇒ D8 = 4

 ⇒ B8 ≠ 4

 ⇒ B3 = 4

 ⇒ F3 ≠ 4

矛盾



  

先ほどの例の一般化（チェーン）ほどの内容例の一般化（チェーン）の内容一般化（手順）チェーンの関係）

● 数が同じで２以上４以下字をつないで奇数回で元に戻る物を探すを使った問題作成法についてつなテクニックの紹介いで奇数が同じで２以上４以下回の内容で元に戻る物を探すに戻るる物を探すを使った問題作成法について探すす
● つなテクニックの紹介ぐことができるの内容は解ける

同じ行にある同じ数が同じで２以上４以下字をつないで奇数回で元に戻る物を探す

同じ列にある同じ数が同じで２以上４以下字をつないで奇数回で元に戻る物を探す

同じ3x3ブロックにある同じ数が同じで２以上４以下字をつないで奇数回で元に戻る物を探す

同じマスとするとき、にある異なる数字なテクニックの紹介る数が同じで２以上４以下字をつないで奇数回で元に戻る物を探す
● 偶数が同じで２以上４以下番目、また問題作成法については解ける奇数が同じで２以上４以下番目の内容リンの関係クは解ける同じブロック

内に選択肢（手順）同じ数が同じで２以上４以下字をつないで奇数回で元に戻る物を探す）が２つの内容み⇒強リンの関係ク



  

D

E

F

G

H

I

7 8 9

よって　H7 ≠ 1

H7 = 1  ⇒ I9 ≠ 1 ⇒  I9 = 3 
            ⇒ E9 ≠ 3 ⇒  E9 = 4
            ⇒ H9 ≠ 4 ⇒  H7 = 4
            ⇒ H7 ≠ 1



  

C8≠4 ⇒  C5=4  ⇒ A4≠4 ⇒  I4=4  ⇒ I8≠4 ⇒  C8=4

よって　C8 = 4



  

ミニボックスとするとき、付きのチェーンきの内容チェーンの関係



  

なテクニックの紹介ぜ２つの内容マスとするとき、を使った問題作成法について１つにまとめてよいの内容か？

A8=8 ⇒  D8≠8 ⇒  D3=8 ⇒  C3≠8 ⇒  
[ C7=8 , C8=8 ]  ⇒ A8≠8

C3≠8 という条件の元での内容元に戻る物を探すで
C7=8　また問題作成法については解ける C8=8
の内容どちらかが成り方立つつ

C7=8 の内容とき A8=8 ⇒  D8≠8 ⇒  D3=8 ⇒  C3≠8 ⇒  
C7=8  ⇒ A8≠8

C8=8 の内容とき A8=8 ⇒  D8≠8 ⇒  D3=8 ⇒  C3≠8 ⇒  
C8=8  ⇒ A8≠8

いずれ
の内容場合も入らないならば
A8≠8



  

ミニブロック付きのチェーンきチェーンの関係を使った問題作成法について拡張するする

A8=8 ⇒  D8≠8 ⇒  D3=8 ⇒  C3≠8 ⇒  [ C7=8 , 
C8=8 ]  ⇒ A8≠8

２つを使った問題作成法についてまとめて１つ
の内容マスとするとき、として扱うう



  

実際の例１の内容例の一般化（チェーン）１



  

実際の例１の内容例の一般化（チェーン）２



  

拡張するした問題作成法についてチェーンの関係で問題を使った問題作成法について解けるくアルゴリズム（手順）

● ほとんどの内容問題は解ける拡張するした問題作成法についてチェーンの関係で解けるける。
● ワールの概要ドクラスとするとき、の内容問題では解ける解けるけなテクニックの紹介い問題も入らないならば存在すす

る。
● 人が手でチェーンの関係を使った問題作成法について探すすことは解ける困難。

● 3D medusa と呼ばれる方法を拡張したものを使っばれる方法についてを使った問題作成法について拡張するした問題作成法についても入らないならばの内容を使った問題作成法について使った問題作成法についてっ
て、人の内容手で難しい問題を使った問題作成法について解けるくアルゴリズム（手順）。



  

難しい問題を使った問題作成法について解けるいてみる



  



  

１の内容みを使った問題作成法について表示



  

１国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

１国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

１国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

全体を表示を使った問題作成法について表示



  

９個のマスとするとき、に１国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

全体を表示を使った問題作成法について表示



  

１の内容８国同盟と井桁を使った問題作成法について探すす



  

５の内容８国同盟と井桁を使った問題作成法について探すす



  

５の内容８国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

５の内容１国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

５の内容８国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

５の内容１国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

全体を表示を使った問題作成法について表示する



  

７の内容１国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

全体を表示を使った問題作成法について表示



  

６の内容１国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

全体を表示を使った問題作成法について表示



  

９個のマスとするとき、の内容１国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

全体を表示を使った問題作成法について表示



  

７の内容１国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

全体を表示を使った問題作成法について表示



  

２に１国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

３に１国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

全体を表示を使った問題作成法について表示



  

１の内容８国同盟と井桁を使った問題作成法について探すす



  

３の内容８国同盟と井桁を使った問題作成法について探すす



  

３の内容１国同盟と井桁を使った問題作成法について探すす



  

全体を表示を使った問題作成法について表示



  

６の内容８国同盟と井桁を使った問題作成法について探すす



  

６の内容１国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

６の内容８国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

３の内容８国同盟と井桁を使った問題作成法について探すす



  

３の内容８国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

３の内容１国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  



  

９個のマスとするとき、の内容１国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

９個のマスとするとき、の内容８国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

９個のマスとするとき、の内容１国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

９個のマスとするとき、の内容８国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

９個のマスとするとき、の内容１国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

全体を表示を使った問題作成法について表示



  

８の内容８国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

８の内容１国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

１国と８国同盟と井桁がも入らないならばう適用できたらできなテクニックの紹介い状態



  

５で３×３ABオペレーションの関係を使った問題作成法について適用できたら



  

５の内容８国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

５の内容１国同盟と井桁を使った問題作成法について適用できたら



  

１国と８国同盟と井桁が適用できたらできなテクニックの紹介い状態



  

１で３×３ABオペレーションの関係を使った問題作成法について適用できたら



  

１国と８国同盟と井桁が適用できたらできなテクニックの紹介い状態



  

１で３×３ABオペレーションの関係を使った問題作成法について適用できたら



  

１国と８国同盟と井桁が適用できたらできなテクニックの紹介い状態



  

２で３×３ABオペレーションの関係を使った問題作成法について適用できたら



  

N国同盟と井桁、ABオペレーションの関係が適用できたらで
きなテクニックの紹介い状態



  

A6=1 から彩色の所に する



  

３と４を使った問題作成法について彩色の所に する



  

９個のマスとするとき、を使った問題作成法について彩色の所に して全体を表示を使った問題作成法について見るる



  

２を使った問題作成法について彩色の所に して全体を表示を使った問題作成法について見るる



  

1つおきに別の色で塗りなおすの内容色の所に で塗りなおすり方なテクニックの紹介おす



  

３を使った問題作成法について塗りなおすり方なテクニックの紹介おす



  

２を使った問題作成法について塗りなおすり方なテクニックの紹介おす



  

４を使った問題作成法について塗りなおすり方なテクニックの紹介おす



  

９個のマスとするとき、を使った問題作成法について塗りなおすり方なテクニックの紹介おす



  

2つの内容色の所に が入らないならばっているマスとするとき、を使った問題作成法について探すす



  

ピンの関係ク色の所に の内容数が同じで２以上４以下字をつないで奇数回で元に戻る物を探すを使った問題作成法について消して解くして解けるくアルゴリズム（手順）



  



  



  



  

矛盾が生じるじる



  

緑の数字を消していくの内容数が同じで２以上４以下字をつないで奇数回で元に戻る物を探すを使った問題作成法について消して解くしていくアルゴリズム（手順）



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  

最終的な原理は背理法。なテクニックの紹介答ええ



  

計算機を使った問題作成法についてを使った問題作成法について使った問題作成法についてった問題作成法について問題作成について

● 問題作成は解けるすぐにできるが、その内容問題の内容レベルの概要を使った問題作成法について判
定するには問題を解く必要があり、そこに時間がかかするには解ける問題を使った問題作成法について解けるくアルゴリズム（手順）必要があり方、そこに時間がかかがかか
る。

● ヒンの関係トの数が少ない問題（非対称で最小は１７、対称での内容数が同じで２以上４以下が少ない問題（非対称で最小は１７、対称でなテクニックの紹介い問題（手順）非対称で最小は１７、対称でで最小は１７、対称では解ける１７、対称で最小は１７、対称でで
最小は１７、対称では解ける１８）を使った問題作成法について作るの内容は解ける難しい。そういった問題作成法について問題を使った問題作成法について作る
には解ける別の色で塗りなおすの内容アルの概要ゴリズムが必要。

● 計算機を使った問題作成法についてなテクニックの紹介しで問題を使った問題作成法について作るの内容も入らないならば、それほど困難では解けるなテクニックの紹介
い。

● 計算機を使った問題作成法についてを使った問題作成法について使った問題作成法についてって作られている問題は解ける多い（おそらく書い（手順）おそらくアルゴリズム（手順）書
店で売られている問題集のほとんど）。で売られている問題集のほとんど）。られている問題集の内容ほとんど）。



  

N国同盟と井桁と井桁ABオペレーションの関係の内容関
係

2井桁ABオペレーションの関係2国同盟と井桁

プロジにある問題ェクションの関係



  

プロジにある問題ェクションの関係の内容活用できたら

● ２国同盟と井桁は解ける高速に計算可能に計算可能

● ２井桁ABオペレーションの関係は解ける計算が遅いい

● ２井桁ABオペレーションの関係の内容計算を使った問題作成法についてプロジにある問題ェクションの関係
を使った問題作成法について用できたらいて２国同盟と井桁の内容計算で置き）をき換えて、計算を高えて、計算を使った問題作成法について高
速に計算可能化



  

2井桁ABオペレーションの関係（手順）計算前）
2国同盟と井桁
（手順）計算前）

プロジにある問題ェクションの関係

２国同盟と井桁計算（手順）高速に計算可能計算）

プロジにある問題ェクションの関係

2国同盟と井桁
（手順）計算後） 2井桁ABオペレーションの関係（手順）計算後）

直接だが遅いだが遅いい
計算ルの概要ートの数が少ない問題（非対称で最小は１７、対称で

プロジにある問題ェクションの関係の内容活用できたら



  

プロジにある問題ェクションの関係の内容活用できたら

● ３井桁、４井桁ABオペレーションの関係の内容計算も入らないならば３国同
盟と井桁、４国同盟と井桁の内容計算で置き）をき換えて、計算を高えることができる。

● 実際の例１の内容「チューター」で用いている。チューター」で用できたらいている。
● 計算スとするとき、ピードの内容向上にかなテクニックの紹介り方貢献



  

まとめ

● これまで学んだことの内容振り返りり方返りり方

● N国同盟と井桁とABオペレーションの関係では解ける解けるけなテクニックの紹介い問題に
対する対処法について

● N国同盟と井桁と井桁ABオペレーションの関係の内容関係の内容紹介
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